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『
陽
宅
十
書
』
訳
注
E

は
じ
め
に

『
陽
宅
十
書
」
は
、
全
部
で
十
篇
、
「
論
宅
外
形
第
こ
、
「
論
幅
元
第
二
」
、
「
論

大
遊
年
第
三
」
、
「
論
穿
宮
九
星
第
四
」
、
「
論
元
空
装
卦
訣
第
五
」
、
「
論
開
門
修

造
門
第
六
」
、
「
論
放
水
第
七
」
、
「
論
宅
内
形
第
八
」
、
「
論
選
揮
第
九
」
、
「
論
符

鎮
第
十
」
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
居
宅
の
吉
凶
を
占
断
す
る
書
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
居
宅
を
囲
む
山
河
な
ど
の
地
勢
や
周
囲
の
環
境
と
そ
の
吉
凶
、

居
宅
の
門
戸
、
樹
木
や
池
の
配
置
と
そ
の
吉
凶
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

『
明
史
」
塞
文
志
に
、
王
君
柴
『
陽
宅
十
書
』
四
巻
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。

『陽宅十書』訳注 E

す
で
に
、
『
陽
宅
十
書
』
訳
注
I

は
、
「
人
文
学
論
集

第
お
集
」
(
大
阪
府
立

大
学

人
文
学
会

二
O
O
八
)
に
、
「
論
宅
外
形
第
こ
の
前
半
部
を
と
り
あ
げ
た
。

本
稿
で
は
、
「
論
宅
外
形
第
こ
の
う
ち
、
陽
宅
外
形
吉
凶
園
説
に
訳
注
を
施
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
図
と
解
説
に
は
便
宜
上
、
番
号
を
ふ
り
、
図
と
と
も
に
、
原
文
、
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訓
読
、
通
釈
を
記
し
た
。
(
図
は
原
図
に
で
き
る
だ
け
忠
実
に
作
図
し
た
が
、

図
と
本
文
の
内
容
が
一
致
し
な
い
場
合
、
ま
た
は
わ
か
り
に
く
い
場
合
は
、
本

平水

木野

平紀

康杏

文
に
合
わ
せ
て
修
正
を
加
え
た
。
な
お
、
原
図
は
下
が
北
、
上
が
南
の
方
位
と

し
て
作
図
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
た
。
)
ま
た
、
『
古
今
園
書
集
成
』

堪
輿
部
所
収
の
『
陽
宅
十
書
』
を
底
本
と
し
た
。

陽
宅
外
形
吉
凶
園
説

一
、
(
原
文
)
此
宅
左
短
右
遺
長
。
君
子
居
之
大
吉
田
回
。

家
内
銭
財
豊
盛
富
。
只
因
次
後
少
児
郎
。

(
訓
読
)
此
の
宅
は
左
短
く
右
遺
長
し
。
君
子
之
れ
に

居
れ
ば
、
大
い
に
吉
昌
な
り
。
家
内
は
銭
財

豊
盛
に

し
て
富
む
。
只
だ
因
次

後
に
は
児
郎
少
な
し
。

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
左
(
東
)
が
短
く
、
右
(
西
)
が
長
い
。
君
子
が
こ
こ

に
居
住
す
れ
ば
、
大
い
に
吉
昌
と
な
る
。
家
内
に
銭
財
が
豊
富
で
栄
え
る
。
た

だ
次
第
に
家
の
男
子
が
少
な
く
な
る
。
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一
一
、
(
原
文
)
右
短
左
長
不
堪
居
。
生
財
不
旺
人
口
虚
。

住
宅
必
定
子
孫
愚
。
先
有
国
輩
後
也
無
。

(
訓
読
)
右
短
く
左
長
き
は
、
居
る
に
堪
え
ず
。
生
財
旺

む
な

ん
な
ら
ず
、
人
口
虚
し
。
宅
に
住
め
ば
、
必
ず
定
め
て

で
ん
さ
ん

子
孫
愚
な
り
。
先
に
は
国
語
有
る
も
、
後
に
は
無
し
。

居
住
す
る
に
堪
え
な
い
。
生
活
の
資
材
が
旺
ん
に
は
な
ら
ず
、
家
族
も
い
な
く

(
通
釈
)
右
(
西
)
が
短
く
、
左
(
東
)
が
長
い
宅
地
は
、

な
る
。
こ
の
宅
地
に
居
住
す
れ
ば
、
必
ず
き
っ
と
子
孫
は
愚
か
に
な
る
。
は
じ

め
農
業
や
養
蚕
業
を
営
む
も
、
後
に
は
そ
れ
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

三
、
(
原
文
)
昔
日
周
公
相
此
居
。
丑
寅
空
扶
緊
銭
賞
。

家
豪
富
貴
長
保
守
。
不
遇
仙
人
忽
得
知
。

(
訓
読
)
昔
日
周
公
此
の
居
を
相
す
。
丑
寅
空
歓

せ
ん
し
あ
っ
は
な
は

な
れ
ば
、
銭
賞
を
緊
む
。
家
豪
だ
富
貴
に
し
て
、
長
く

な
ん

保
守
せ
ん
。
仙
人
に
遇
わ
ざ
れ
ば
、
忽
ぞ
知
る
を
得
ん
。

が
か
け
て
い
る
か
ら
、
財
貨
が
あ
っ
ま
る
。
こ
の
家
は
は
な
は
だ
富
貴
と
な
り
、

(
通
釈
)
昔
、
周
公
は
こ
の
宅
地
を
占
っ
た
。
丑
寅
(
東
北
)

そ
れ
を
長
く
維
持
す
る
だ
ろ
う
と
。
(
周
公
の
よ
う
な
)
仙
人
に
あ
わ
な
け
れ
ば
、

ど
う
し
て
そ
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

四
、
(
原
文
)
辰
巳
不
足
却
為
良
。
居
之
家
豪
大
吉
昌
。

若
是
安
荘
終
有
利
。
子
孫
興
旺
足
牛
羊
。

(
訓
読
)
辰
巳
足
ら
、
ざ
れ
ば
、
却
っ
て
良
し
と
為
す
。

之
れ
に
居
れ
ば
、
家
豪
だ
大
吉
に
し
て
昌
え
ん
。
若
し

是
れ
荘
を
安
ん
ず
れ
ば
、
終
に
利
有
り
。
子
孫
興
旺
し

(
通
釈
)
宅
地
の
辰
巳
(
東
南
)
が
か
け
て
い
れ
ば
、
か
え
っ
て
良
地
と
な
す
。

て
、
牛
羊
を
足
ら
す
。

こ
こ
に
居
住
す
れ
ば
、
家
は
は
な
は
だ
大
吉
に
し
て
昌
え
る
で
あ
ろ
う
。
も
し

こ
こ
に
別
荘
を
し
つ
ら
え
れ
ば
、
後
に
は
利
を
も
た
ら
す
。
子
孫
は
盛
ん
と
な

り
、
牛
羊
の
家
畜
が
充
足
す
る
。

五
、
(
原
文
)
仰
目
之
地
出
賢
人
。
庶
入
居
之
又
不
貧
。

子
孫
印
綬
封
官
職
。
光
額
門
庭
共
九
卿
。

一
-
一
地
(
訓
読
)
仰
目
の
地
ま
賢
人
を
出
だ
す
。
庶
人

一
七
の

l

一
吉
相
に
居
れ
ば
、
又
貧
な
ら
ず
。
子
孫
印
綬
し
て
官
職
に
封

I
l
i
l
i
-
-

ぜ
ら
る
。
門
庭
を
光
額
し
て
九
卿
を
共
に
す
。

之
れ

(
通
釈
)
仰
ぎ
み
あ
げ
る
よ
う
な
宅
地
に
居
住
す
れ
ば
、

賢
者
を
輩
出
す
る
。
庶
民
が
こ
こ
に
住
ん
だ
な
ら
ば
、
ま
た
貧
乏
に
な
ら
な
い
。

子
孫
は
印
綬
を
身
に
つ
け
、
官
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

一
門
の
名
声
は
大
い
に
揚

が
り
、
代
々
九
卿
の
地
位
に
の
ぼ
る
。



六
、
(
原
文
)
中
央
高
大
競
園
正
。
修
宅
安
墳
在
上
頭
。

人
口
賞
財
多
富
貴
。
二
千
食
禄
任
公
侯
。

、

u
H
F

大
か
ん
き
ゅ
う

、
『

-
d

高
(
訓
読
)
中
央
高
大
な
る
は
園
正
と
披
す
。
宅
を
修
め

岡
崎
耳
‘
圃

S
、

グ
+
吉
、
財
墳
を
安
ん
じ
て
上
頭
に
在
ら
ば
、
人
口
賞
財
多
く
し
て

d
H
H
u
、
中

富
貴
な
ら
ん
。
二
千
の
食
禄
あ
り
て
、
公
侯
に
任
ぜ
ら

る

(
通
釈
)
宅
地
の
中
央
が
高
く
大
き
い
の
は
、
園
丘
と
呼
ば
れ
る
。
そ
う
し
た

土
地
の
上
部
に
居
宅
を
修
造
し
、
あ
る
い
は
墳
墓
を
し
つ
ら
え
る
な
ら
ば
、
家

族
の
数
や
財
宝
が
ふ
え
、
富
貴
と
な
る
。
二
千
石
の
禄
を
得
て
、
公
侯
に
任
ぜ

ら
れ
る
。

七
、
(
原
文
)
吹
免
雨
遺
道
路
横
。
定
主
先
吉
後
有
凶
。

『陽宅十書』訳注 E

先吉
後凶 道

道

先
に
::::f:t 
J::I 

に
し
て

、

後
に
凶
有
り
。

人
口

初
め
は

人
口
賞
財
初
一
勝
。
不
過
十
年
一
時
空
。

(
訓
読
)
攻
免
の
雨
漫
に
道
路
横
た
う
。
定
め
て
主

一
た
び
勝
る
も
、
十
年
を
過
ぎ
ず
し
て
、
一
時
に
空
し
。

(
通
釈
)
宅
地
の
吹
(
北
)
と
免
(
西
)
両
方
に
道
路

が
横
た
わ
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
き
ま
っ
て
そ
の
家
の
主
人
は
初
め
は
吉
だ
が
、
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後
に
は
凶
と
な
る
。
家
人
や
財
産
は
、
最
初
の
一
時
は
盛
ん
で
あ
る
が
、
十
年

も
た
た
な
い
う
ち
に
、
ほ
ん
の
一
時
で
な
く
な
る
。

八
、
(
原
文
)
此
宅
修
在
涯
水
頭
。
主
定
其
地
不
堪
修
。

|
|
1
1
1
1
1
り
牛
羊
壷
死
人
逃
去
。
造
宅
修
整
見
禍
由
。

一
七
一
一
(
訓
読
)
此
の
宅
は
修
め
て
涯
水
の
頭
に
在
り
。
主

一
凶
順
其
地
を
定
む
る
も
、
修
む
る
に
堪
え
ず
。
牛
羊
は
蓋
く

l
I
l
l
i
-
-

涯
死
し
て
、
人
は
逃
去
す
。
宅
を
造
り
坐
を
修
む
れ
ば
、

禍
の
由
る
を
見
ん
。

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
水
際
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
家
の
主
人
が
こ
こ
に
宅
地

を
定
め
て
も
、
居
宅
を
修
築
で
き
な
い
。
牛
羊
な
ど
の
家
畜
は
こ
と
ご
と
く
死

に
、
家
族
は
離
散
す
る
。
こ
こ
に
居
宅
を
造
営
し
た
り
、
墓
を
修
造
し
た
り
す

れ
ば
、
災
い
が
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
。

九
、
(
原
文
)
前
狭
後
寛
居
之
穏
。
富
貴
平
安
旺
子
孫
。

資
材
康
有
人
口
吉
。
金
珠
財
賓
浦
家
門
。

訓
読
)
前
狭
く
後
寛
き
は
、
之
れ
に
居
れ
ば
穏
や
か

な
り
。
富
貴
平
安
に
し
て
、
子
孫
を
旺
ん
に
す
。
資
材

康
有
し
て
、
人
口
吉
な
り
。
金
珠
財
賓

家
門
に
満
つ
。

(
通
釈
)
前
(
南
)
が
狭
く
、
後
(
北
)
が
広
い
宅
地
は
、

こ
こ
に
居
住
す
る
な
ら
ば
、
平
穏
に
暮
ら
せ
る
。
富
貴
に
し
て
平
安
、
子
孫
を

繁
栄
さ
せ
る
。
財
産
を
広
く
所
有
し
、
家
人
に
吉
を
も
た
ら
す
。
金
銀
財
宝
が

家
の
中
に
満
ち
溢
れ
る
。
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1盲t寛I
U述宅I

十
、
(
原
文
)
前
寛
後
狭
似
棺
形
。
住
宅
四
時
不
安
寧
。

賞
財
破
墨
人
口
死
。
悲
暗
岬
吟
有
嘆
聾
。

(
訓
読
)
前
寛
く
後
狭
き
は
、
棺
形
に
似
た
り
。
宅
に

住
め
ば
、
四
時
安
寧
な
ら
ず
。
質
財
破
蓋
し
て
、
人
口

死
す
。
悲
暗
岬
吟
し
て
、
嘆
聾
有
り
。

棺
桶
の
形
に
似
て
い
る
。
こ
う
し
た
宅
地
に
居
住
す
る
と
、
年
中
安
ら
か
に
暮

(
通
釈
)
前
(
南
)
が
広
く
、
後
(
北
)
が
狭
い
宅
地
は
、

ら
せ
な
い
。
財
宝
も
す
っ
か
り
な
く
な
り
、
家
族
は
死
ん
で
い
く
。
悲
し
み
に

く
れ
て
う
め
き
、
嘆
く
声
が
お
こ
る
。

十
一
、
(
原
文
)
西
南
坤
地
有
丘
墳
。
此
宅
居
之
漸
漸
築
。

若
是
安
荘
並
造
屋
。
児
孫
輩
輩
主
興
隆
。

(
訓
読
)
西
南
の
坤
地
に
丘
墳
有
り
。
此
の
宅
は
之
れ

に
居
れ
ば
、
漸
漸
と
し
て
柴
え
ん
。
若
し
是
れ
荘
を
安

ん
じ
、
並
び
に
屋
を
造
れ
ば
、
児
孫
輩
輩
と
し
て
、
主

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
西
南
の
坤
方
の
地
に
丘
墳
が
あ
る
。
こ
う
し
た
宅
地
に

は
興
隆
す
。

居
住
す
る
な
ら
ば
、
次
第
に
繁
栄
す
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
別
荘
を
し
つ
ら
え
、

る 家
屋
を
造
営
す
る
な
ら
ば
、
子
孫
に
次
々
と
め
ぐ
ま
れ
、
家
の
主
人
は
成
功
す

十
二
、
(
原
文
)
此
宅
卯
地
有
丘
墳
。
後
来
居
之
定
滅
門
。

愚
師
不
嚇
吉
凶
理
。
年
久
墳
前
鉄
子
孫
。

(
訓
読
)
此
の
宅

之
れ

卯
地
に
正
墳
有
り
。
後
来

に
居
れ
ば
、
定
め
て
門
を
滅
ぼ
す
。
愚
師
は
吉
凶
の
理

を
塀
ぜ
ず
。
年
久
し
く
し
て
墳
前
に
子
孫
を
鉄
く
。

こ
こ
に
居
住
し
て
い
る
と
、
き
っ
と
家
を
滅
ぼ
す
で
あ
ろ
う
。
愚
か
な
師
は
吉

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
卯
(
東
)
方
に
丘
墳
が
あ
る
。
将
来
、

失
う
こ
と
に
な
る
。

凶
の
理
を
わ
き
ま
え
て
い
な
い
。
長
い
年
月
が
た
つ
と
、
墳
墓
の
前
で
子
孫
を

十
三
、
(
原
文
)
此
房
正
北
有
丘
墳
。
明
師
安
荘
定
有
名
。

君
子
居
之
官
出
禄
。
庶
入
居
之
家
道
楽
。

一
古
墳

一
首
丘

一

E

安
ん
ず
れ
ば
、
定
め
て
名
有
り
。
君
子
之
れ
に
居
れ
ば
、

(
訓
読
)
此
の
房

正
北
に
丘
墳
有
り
。
明
師

荘
を

官
は
禄
を
出
だ
す
。
庶
人
之
れ
に
居
れ
ば
、
家
道
楽
え

ん

(
通
釈
)
こ
の
家
は
真
北
に
丘
墳
が
あ
る
。
賢
明
な
師
が
別
荘
を
し
つ
ら
え
れ
ば
、

き
ま
っ
て
名
声
を
得
る
。
君
子
が
こ
こ
に
居
住
す
る
な
ら
ば
、
官
僚
と
な
り
俸

禄
を
得
る
。
庶
民
が
こ
こ
に
居
住
す
る
な
ら
ば
、
家
業
が
栄
え
る
。



丘
一
一
正

一
干
修
造
す
る
こ
と
敷
飴
年
す
れ
ば
、
此
の
宅
は
常
に
凶
と

十
四
、
(
原
文
)
前
後
有
丘
不
喜
歓
。
安
荘
修
造
数
飴
年
、

此
宅
常
招
凶
輿
吉
。
得
時
富
貴
失
時
嫌
。

(
訓
読
)
前
後
に
正
有
る
は
喜
歌
せ
ず
。
荘
を
安
ん
じ

吉
と
を
招
く
。
時
を
得
れ
ば
富
貴
な
る
も
、
時
を
失
え

ば
嫌
ん
ぜ
ら
る
。

(
通
釈
)
宅
地
の
前
(
南
)
と
後
(
北
)
に
丘
が
あ
る
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で

は
な
い
。
こ
こ
に
別
荘
を
し
つ
ら
え
、
修
造
し
て
数
年
余
り
た
つ
と
、
こ
の
居

宅
は
、
常
に
吉
凶
が
あ
い
半
ば
し
て
お
こ
る
。
時
運
を
得
れ
ば
富
貴
に
な
る
が
、

時
運
を
失
す
れ
ば
、
う
と
ん
ぜ
ら
れ
る
。

『陽宅十書』訳注 E

十
五
、
(
原
文
)
此
居
乾
地
有
丘
陵
。
修
宅
安
荘
漸
漸
興
。

女
人
入
宮
為
妃
后
。
児
孫
以
後
作
公
卿
。

(
訓
読
)
此
の
居
は
乾
地
に
丘
陵
有
り
。
宅
を
修
め
荘

を
安
ん
ず
れ
ば
、
漸
漸
と
し
て
興
ら
ん
。
女
人
は
宮
に

入
り
て
妃
后
と
為
る
。
児
孫
は
以
後
、
公
卿
と
作
る
。

こ
こ
に
居
宅
を
修
造
し
、
別
荘
を
し
つ
ら
え
れ
ば
、
徐
々
に
家
は
興
隆
す
る
。

通
釈
)
こ
の
宅
地
は
乾
(
北
西
)
に
丘
陵
が
あ
る
。
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の
位
に
つ
く
。

女
性
は
後
宮
に
入
っ
て
后
妃
と
な
る
。
子
孫
は
の
ち
の
ち
公
卿
(
高
位
高
官
)

h
v一
二

J
h
v
(

訓
読
)
此
の
宅

、d
J
E
q
寸
み

h
h

高
一
吉
高
師
に
依
り
て
差
を
為
さ
ず
。
田
財
贋
有
し
て
、
人
喜
び

ー

I
l
l
i
-
-

談
揚
し
て
、
富
豪
と
道
う
。

十
六
、
(
原
文
)
此
宅
前
後
有
高
沙
。
居
之
依
師
不
為
差
。

田
財
贋
有
人
多
喜
。
慮
慮
談
揚
道
富
豪
。

前
後
に
高
沙
有
り
。
之
れ
に
居
れ
ば

多
し
。
慮
慮

砂
山
が
あ
る
。
こ
こ
に
居
住
す
る
な
ら
ば
、
ど
ん
な
師
で
も
占
断
に
違
い
は
な

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
前
(
南
)
と
後
(
北
)
に
高
い

い
。
田
畑
や
財
産
を
広
く
所
有
し
て
、
家
人
に
は
喜
び
事
が
多
い
。
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
こ
の
家
は
富
豪
だ
と
褒
め
そ
や
す
。

十
七
、
(
原
文
)
西
高
東
下
向
北
陽
。
正
好
修
工
興
蓋
荘
。

後
代
資
財
石
崇
富
。
満
宅
家
春
六
畜
強
。

ひ
く

(
訓
読
)
西
高
く
東
下
く
、
北
陽
に
向
か
う
。
正
し
く

せ
き

資
財
あ
り
て
石

好
く
修
工
し
て
蓋
荘
を
興
す
。
後
代

す
う
か
け
ん

崇
の
富
あ
り
。
宅
に
満
つ
る
の
家
春
あ
り
て
、
六
畜
強

(
通
釈
)
西
が
高
く
東
が
低
い
宅
地
は
、
北
側
に
陽
気
が
さ
し
こ
む
。
そ
こ
に

し

正
し
く
き
ち
ん
と
居
宅
を
修
造
し
て
、
別
荘
を
立
派
に
建
て
る
と
、
子
孫
は
石

崇
(
晋
の
人
。
字
は
李
倫
。
荊
州
の
刺
史
と
な
り
巨
万
の
富
を
得
る
)
の
ご
と

き
富
を
得
る
。
家
に
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
家
族
は
増
え
、
家
畜
も
元
気
に
育
つ
。
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十
八
、
(
原
文
)
此
宅
方
園
四
面
平
。
地
理
観
此
好
興
工
。

不
論
宮
商
角
徴
羽
。
家
豪
富
貴
旺
人
丁
。

(
訓
読
)
此
の
宅
は
方
固
に
し
て
四
面
平
ら
か
な
り
。
地

き
ゅ
う
し
よ
う
か
く
ち
う

理
此
れ
を
観
る
に
、
工
を
興
す
に
好
ろ
し
。
宮
商
角
徴
羽

を
論
ぜ
ず
。
家
豪
だ
富
貴
に
し
て
、
人
丁
を
旺
ん
に
す
。

四
周
が
平
坦
で
あ
る
。
地
理
師
が
こ
れ
を
占
う
と
、
居
宅
を
造
工
す
る
の
に
適

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
方
形
で
こ
ん
も
り
盛
り
あ
が
り
、

し
て
い
る
と
す
る
。
宮
商
角
徴
羽
の
音
(
住
宅
に
属
す
る
音
と
家
主
の
姓
に
属

家
の
働
き
手
が
増
え
る
。

す
る
音
と
の
調
和
)
を
論
ず
る
ま
で
も
な
い
。
家
は
は
な
は
だ
富
貴
と
な
り
、

十
九
、
(
原
文
)
此
宅
観
霊
取
這
強
。
却
因
辰
巳
有
池
塘
。

児
孫
旺
相
家
資
盛
。
興
小
敗
長
有
官
防
。

(
訓
読
)
此
の
宅
は
霊
を
観
て
、
這
の
強
を
取
る
。
却
つ

て
辰
巳
に
池
塘
有
る
に
因
れ
ば
な
り
。
児
孫
は
旺
相
し
て
、

家
資
盛
ん
な
り
。
小
を
興
ん
に
し
長
を
破
り
官
防
有
り
。

を
取
り
こ
む
。
こ
れ
は
辰
巳
(
東
南
)
に
池
塘
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
子
孫
を

通
釈
)
こ
の
宅
地
は
霊
気
が
観
て
と
れ
、
そ
の
強
さ

旺
盛
に
し
、
家
の
財
貨
を
豊
か
に
す
る
。
若
者
を
元
気
に
し
、
年
長
者
を
そ
こ

ね
る
が
、
役
所
の
守
り
が
得
ら
れ
る
。

二
十
、
(
原
文
)
前
後
高
山
雨
相
宜
。
左
右
雨
遺
有
沙
池
。

沙
家
豪
富
貴
多
年
代
。
書
命
延
年
彰
祖
斉

0

.
ふ
た

山
一
宅
山
(
訓
読
)
前
後
の
高
山
は
雨
つ
な
が
ら
相
宜
し
。
左
右

高
一
百
高
雨
遣
に
沙
と
池
と
有
り
。
家
黙
が
富
貴
に
し
て
年
代
多

F
I
l
l
1
1
1
l
I
l
l
i
-
-
-

』
ひ
と

|
|
J
m
i
-
-し
。
書
命
延
年
す
る
こ
と
彰
祖
に
斉
し
。

山
が
あ
り
、
両
方
と
も
よ
ろ
し
い
。
左
(
東
)
に
池
が
あ
り
、
右
(
西
)
に
砂

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
前
(
南
)
と
後
(
北
)
に
高
い

地
が
あ
る
。
こ
の
家
は
は
な
は
だ
富
貴
で
、
何
代
も
続
い
て
い
く
。
住
人
は
長

る
仙
人
。
)
に
な
ら
ぶ
。

生
き
し
て
、
寿
命
は
彰
祖
(
尭
帝
の
臣
で
あ
り
、
八
百
歳
ま
で
生
き
た
と
さ
れ

水水
長 l 士申 l コーE玉 目

渠渠

二
一
、
(
原
文
)
此
宅
左
右
水
長
渠
。
久
後
見
孫
福
旅
費
。

禾
萎
銭
財
常
富
貴
。
児
孫
聴
俊
勝
祖
基
。

ち
ょ
う
き
ょ

(
訓
読
)
此
の
宅
は
左
右
に
水
の
長
渠
あ
り
。
久
し
き

ひ
と
か
ば
く

後
ま
で
児
孫
福
椋
脅
し
。
禾
黍
銭
財
あ
り
て
、
常
に

ふ
と
っ
し
ゅ
ん

富
貴
な
り
。
児
孫
聴
俊
な
る
こ
と
祖
基
に
勝
る
。

た
た
え
た
長
い
堀
割
が
あ
る
。
こ
こ
に
居
住
す
れ
ば
、
後
々
ま
で
子
孫
に
福
禄

通
釈
)
こ
の
宅
地
は
左
(
東
)
と
右
(
西
)
に
水
を

が
そ
な
わ
る
。
穀
物
や
財
貨
に
恵
ま
れ
、
常
に
富
貴
で
あ
る
。
子
孫
が
聡
明
で

俊
敏
な
こ
と
は
祖
先
に
ま
さ
る
。



二
二
、
(
原
文
)
左
遣
水
来
射
午
宮
。
先
初
富
貴
後
貧
窮
。

明
師
断
蓋
吉
凶
事
。
左
遠
大
富
右
遁
窮
。

(
訓
読
)
左
漫
よ
り
水
来
た
り
て
午
宮
を
射
る
。
先
初

は
富
貴
に
し
て
、
後
は
貧
窮
す
。
明
師
断
じ
て
吉
凶
の
事

を
壷
く
す
。
左
遣
は
大
い
に
富
む
も
、
右
遣
は
窮
す
。

の
宮
を
射
て
い
る
。
こ
こ
に
居
住
す
れ
ば
、
最
初
は
富
貴
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
後

(
通
釈
)
宅
地
は
、
左
(
東
)
か
ら
来
る
水
が
午
(
南
)

に
な
る
と
貧
窮
す
る
。
明
師
は
吉
凶
を
余
さ
ず
占
断
す
る
。
こ
こ
は
左
(
東
)
側
(
に

住
む
と
)
大
い
に
富
む
け
れ
ど
も
、
右
(
西
)
側
(
に
住
む
と
)
困
窮
す
る
と
。

『陽宅十書J 訳注 E

二
三
、
(
原
文
)
此
屋
西
遺
有
水
池
。
人
若
居
之
最
不
宜
。

牛
羊
不
旺
人
不
吉
。
先
富
後
貧
少
人
知
。

(
訓
読
)
此
の
屋
は
西
遺
に
水
池
有
り
。
人
若
し
之
れ

に
居
れ
ば
、
最
も
宜
し
か
ら
ず
。
牛
羊
旺
ん
な
ら
ず
、

人
吉
な
ら
ず
。
先
に
富
み
後
に
貧
し
き
こ
と
、
人
知
る

(
通
釈
)
こ
の
家
屋
は
、
西
辺
に
水
池
が
あ
る
。
人
が
も
し
こ
こ
に
居
住
す
る

こ
と
少
な
し
。

な
ら
ば
、
最
も
よ
ろ
し
く
な
い
。
牛
羊
は
増
え
ず
、
家
人
に
は
不
吉
で
あ
る
。

稀
で
あ
る
。

最
初
は
富
ん
で
い
て
も
、
後
に
は
貧
し
く
な
る
が
、
人
が
そ
れ
を
知
る
こ
と
は
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二
四
、
(
原
文
)
西
北
乾
宮
有
水
池
。
安
身
甚
是
不
相
宜
。

不
逢
喜
事
多
悲
泣
。
初
雄
富
時
終
残
疾
。

(
訓
読
)
西
北
の
乾
宮
に
水
池
有
り
。
身
を
安
ん
ず
る

に
は
甚
だ
是
れ
相
宜
し
か
ら
ず
。
喜
事
に
逢
わ
ず
、
悲

泣
多
し
。
初
め
は
富
む
と
難
ど
も
、
時
に
は
終
に
残
疾

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
西
北
の
乾
宮
に
池
が
あ
る
。
こ
こ
居
住
す
る
な
ら
ば
、

あ
り
。

身
を
安
ら
え
る
に
は
、
は
な
は
だ
よ
ろ
し
く
な
い
。
喜
ぴ
事
に
め
ぐ
り
あ
う
こ

い
に
け
が
や
病
気
に
あ
う
。

と
も
な
く
、
悲
泣
す
る
こ
と
が
多
い
。
初
め
は
富
ん
で
い
て
も
、
時
と
し
て
つ

日
山

二
五
、
(
原
文
)
後
遺
有
山
可
安
荘
。
家
財
盛
茂
人
最
彊
。

若
居
此
地
人
丁
旺
。
子
孫
高
石
有
鈴
糧
。

訓
読
)
後
遺
に
山
有
り
、
荘
を
安
ん
ず
べ
し
。
家
財

盛
茂
し
て
、
人
最
も
彊
し
。
若
し
此
の
地
に
居
れ
ば
、

人
丁
旺
ん
な
り
。
子
孫
高
石
に
し
て
、
飴
糧
有
り
。

し
つ
ら
え
て
よ
い
。
家
の
財
産
は
富
み
、
家
人
は
も
っ
と
も
強
く
な
る
。
も
し

(
通
釈
)
宅
地
の
後
辺
(
北
)
に
山
が
あ
り
、
別
荘
を

て
、
あ
り
余
る
糧
を
得
る
。

こ
の
地
に
居
住
す
れ
ば
、
家
の
働
き
手
は
増
え
る
。
子
孫
は
高
石
の
奉
禄
を
得
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市
〕二

六
、
(
原
文
)
前
有
大
山
不
足
論
。
不
可
安
荘
立
墳
盤
。

試
問
明
師
凶
興
吉
。
若
居
此
地
定
滅
門
。

(
訓
読
)
前
に
大
山
有
る
は
、
論
ず
る
に
足
ら
ず
。
荘

を
安
ん
じ
、
墳
盤
を
立
つ
可
か
ら
ず
。
試
み
に
明
師
に

問
え
ば
、
凶
と
吉
と
。
若
し
此
の
地
に
居
れ
ば
、
定
め

(
通
釈
)
宅
地
の
前
(
南
)
に
大
き
な
山
が
あ
る
の
は
、
論
ず
る
ま
で
も
な
く

て
門
を
滅
ぼ
す
。

よ
く
な
い
。
別
荘
を
し
つ
ら
え
た
り
、
墳
墓
を
建
立
し
た
り
し
て
は
い
け
な
い
。

試
み
に
明
師
に
問
う
な
ら
ば
、
凶
と
も
吉
と
も
い
う
だ
ろ
う
。
も
し
こ
の
宅
地

に
居
住
す
れ
ば
、
き
ま
っ
て
家
を
滅
ぼ
す
。

繭
二
七
、
(
原
文
)
此
宅
後
遺
有
高
岡
。
南
下
居
之
第
一
彊
。

子
孫
興
旺
田
輩
勝
。
歳
歳
年
年
有
陳
糧
。

ひ
く

(
訓
読
)
此
の
宅
は
後
遺
に
高
岡
有
り
。
南
下
く
之
に

居
れ
ば
、
第
一
の
彊
な
り
。
子
孫
興
旺
し
て
、
国
語
勝

る
。
歳
歳
年
年

陳
糧
有
り
。

山
が
あ
る
。
南
が
低
く
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
居
住
す
れ
ば
、
最
も
強
運
で
あ

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
後
(
北
)
に
高
く
そ
び
え
る
岩

る
。
子
孫
は
興
隆
繁
栄
し
、
農
業
や
養
蚕
業
が
盛
ん
と
な
る
。
年
々
余
剰
の
食

糧
が
蓄
積
さ
れ
る
ほ
ど
に
な
る
。

E
I
f

，
古
小

，
，
m
E
4

庁
a

桑
桑

占
小
+
小

E

宮
q
E

宮
川I

桑
桑

二
八
、
(
原
文
)
此
宅
四
角
有
林
桑
。
禍
起
之
時
不
可
賞
。

若
遇
明
師
重
改
造
。
免
敬
後
輩
受
情
憧
。わ

ざ
わ
い

(
訓
読
)
此
の
宅
は
四
角
に
林
桑
有
り
。
禍
起
こ
る

の
時
、
嘗
た
る
べ
か
ら
ず
。
若
し
明
師
に
遇
え
ば
、
重
ね

て
改
造
す
。
後
輩
を
し
て
岡
慢
を
受
け
敬
む
る
を
免
る
。

居
住
す
る
な
ら
ば
、
禍
い
が
起
こ
っ
た
時
、
ふ
せ
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
し

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
四
隅
に
桑
林
が
あ
る
。
こ
こ
に

明
師
に
め
ぐ
り
あ
う
な
ら
ば
、
重
ね
て
改
造
す
る
こ
と
を
助
言
す
る
だ
ろ
う
。

そ
う
す
れ
ば
、
の
ち
の
人
々
を
悲
し
み
ゃ
お
そ
れ
を
受
け
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
。

二
九
、
(
原
文
)
此
宅
前
後
有
墳
林
。
凡
事
未
通
不
稿
心
。

家
財
破
敗
終
無
吉
。
常
有
非
災
後
又
侵
。

引(

(主訓

:jぎ
て此
心合

福25
全守 目リ

サ宮
家墳
財林
破有
敗り
し u

て凡
、そ

終事
には
吉未

無
し
。
常
に
非
災
有
り
て
、
後
に
又
侵
さ
る
。

墓
が
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
物
事
は
達
成
せ
ず
、
心
に
か
な
う
こ
と
も
な
い
。
家
の

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
、
前
後
に
林
に
か
こ
ま
れ
た
墳

財
産
は
破
れ
失
わ
れ
て
、
つ
い
に
吉
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
常
に
災

厄
が
も
た
ら
さ
れ
、
後
に
は
ま
た
外
敵
か
ら
侵
略
さ
れ
る
。



三
O
、
(
原
文
)
左
遁
孤
墳
莫
施
工
。
此
地
安
荘
甚
是
凶
。

疾
病
纏
身
終
不
吉
。
家
中
常
被
鬼
賊
侵
。

(
訓
読
)
左
漫
に
孤
墳
あ
れ
ば
、
施
工
す
る
こ
と
莫
か
れ
。

此
の
地
に
荘
を
安
ず
れ
ば
、
甚
だ
是
れ
凶
な
り
。
疾
病

身
に
纏
い
て
、
終
に
吉
な
ら
ず
。
家
中

常
に
鬼
賊
に

(
通
釈
)
宅
地
の
左
(
東
)
辺
に
ぽ
つ
ん
と
墳
墓
が
あ
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
居

侵
さ
る
。

宅
を
造
営
し
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
地
に
別
荘
を
し
つ
ら
え
る
の
は
、
は
な
は

だ
凶
で
あ
る
。
身
体
は
常
に
疾
病
に
お
か
さ
れ
、
つ
い
に
吉
と
な
る
こ
と
は
な

い
。
家
人
は
常
に
邪
鬼
に
侵
害
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

『陽宅十書』訳注 E

三
一
、
(
原
文
)
此
宅
右
短
左
遺
長
。
仮
令
左
短
有
何
妨
。

後
遺
斉
整
方
園
吉
。
庶
人
居
之
出
賢
良
。

(
訓
読
)
此
の
宅
は
右
短
く
左
遺
長
し
。
使
令
左
短
く

と
も
、
何
の
妨
げ
か
有
ら
ん
。
後
遠
藤
月
整
し
て
、
方
園

な
る
は
吉
。
庶
人
之
れ
に
居
れ
ば
、
賢
良
を
出
だ
す
。

辺
が
長
い
。
も
し
反
対
に
左
が
短
く
て
も
何
の
妨
げ
も
な
い
。
後
(
北
)
辺
が

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
、
右
(
西
)
辺
が
短
く
左
(
東
)
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き
ち
ん
と
整
い
、
四
角
か
ま
る
く
盛
り
あ
が
っ
て
い
れ
ば
吉
で
あ
る
。
庶
民
が

こ
こ
に
居
住
す
れ
ば
、
家
人
か
ら
賢
明
か
つ
善
良
な
人
物
を
輩
出
す
る
。

一
二
、
(
原
文
)
東
北
正
墳
在
艮
方
。
成
家
立
計
有
何
妨
。

修
造
安
荘
終
迫
吉
。
富
貴
栄
華
世
世
畠
。

訓
読
)
東
北
の
丘
墳

艮
方
に
在
り
。
家
を
成
し
計

を
立
つ
る
に
、
何
の
妨
げ
か
有
ら
ん
。
修
造
し
荘
を
安

ん
ず
れ
ば
、
終
に
吉
に
迫
る
。
富
貴
栄
華
に
し
て
、
世

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
、
東
北
の
艮
方
に
墳
E
が
あ
る
。
こ
こ
に
家
を
つ
く
り
、

世
昌
ん
な
り
。

生
計
を
立
て
る
の
に
、
何
の
妨
げ
も
な
い
。
き
っ
ち
り
造
営
し
、
別
荘
を
し
つ

ら
え
る
な
ら
ば
、
終
に
吉
に
い
た
る
。
富
貴
栄
華
を
得
て
、
代
々
栄
え
る
。

、
(
原
文
)
左
短
右
長
却
安
然
。
後
面
爽
棺
前
面
寛
。

此
地
修
造
人
口
吉
。
子
孫
興
旺
勝
国
語
。

(
訓
読
)
左
短
く
右
長
け
れ
ば
、
却
っ
て
安
然
た
り
。

後
面
爽
精
に
し
て
、
前
面
寛
し
。
此
の
地
に
修
造
す
れ

す
ぐ

国
語
勝
る
。

ば
、
人
口
吉
あ
り
。
子
孫
興
旺
し
て

宅
地
は
、
か
え
っ
て
安
泰
で
あ
る
。
後
(
北
)
面
は
や
や
狭
く
、
前
(
南
)
面

(
通
釈
)
左
(
東
)
辺
が
短
く
て
右
(
西
)
辺
が
長
い

は
ひ
ろ
い
。
こ
の
宅
地
に
居
宅
を
修
造
す
れ
ば
、
そ
の
家
人
に
吉
で
あ
る
。
子

孫
が
興
隆
し
、
農
業
や
養
蚕
業
が
盛
ん
に
な
る
。
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三
四
、
(
原
文
)
此
宅
東
遺
有
大
山
。
又
孤
又
寡
又
貧
寒
。

頻
遭
口
舌
多
遭
難
。
百
事
先
成
後
来
難
。

(
訓
読
)
此
の
宅
は
東
遣
に
大
山
有
り
。
又
孤
に
し
て

又
寡
に
し
て
又
貧
寒
な
り
。
頻
り
に
口
舌
に
遭
い
、
難

先
に
は
成
る
も
後
来
難
し
。

に
遭
う
こ
と
多
し
。
百
事

こ
こ
に
居
住
す
る
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
若
く
し
て
父
を
亡
く
し
、
あ
る
い
は
夫

通
釈
)
こ
の
宅
地
は
、
東
辺
に
大
き
な
山
が
あ
る
。

を
亡
く
し
、
あ
る
い
は
極
貧
と
な
る
。
し
ば
し
ば
口
論
を
こ
う
む
り
、
災
難
に

遭
遇
す
る
こ
と
が
多
い
。
万
事
、
最
初
は
う
ま
く
い
く
が
、
後
に
は
難
渋
す
る
。

一
七

山
一
日
山

-
F

に
山
あ
り
、
後
に
山
あ
る
は
、
居
る
に
堪
え
ず
。
家
貧

三
五
、
(
原
文
)
此
地
観
之
有
何
如
。
前
山
後
山
不
堪
居
。

家
貧
孤
寡
出
賊
子
。
六
畜
死
霊
禍
有
館
。

之
を
観
る
に
何
如
か
有
ら
ん
。
前

(
訓
読
)
此
の
地

し
く
し
て
孤
寡
賊
子
を
出
だ
す
。
六
畜
死
に
蓋
し
、
禍

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
の
相
を
観
る
と
、
ひ
と
つ
も
よ
い
と
こ
ろ
が
な
い
。
前
(
南
)

い
飴
り
有
り
。

に
山
、
後
(
北
)
に
山
が
あ
る
の
は
、
居
住
す
る
の
に
た
え
ら
れ
な
い
。
家
は

貧
し
く
、
孤
児
や
寡
婦
、
あ
る
い
は
反
逆
す
る
子
供
が
出
る
。
家
畜
は
死
に
た

ぇ
、
あ
り
余
る
ほ
ど
の
災
禍
が
あ
る
。

六
、
(
原
文
)
中
央
正
面
四
面
高
。
修
蓋
中
宅
一
脂
有
飴
。

吉
田

高
一
括
高

一
吉
を
修
益
す
れ
ば
、
一
晒
飴
り
有
り
。
牛
羊
六
畜
は
多
く
興

吉
岡

牛
羊
六
畜
多
興
旺
。
家
道
富
貴
出
英
豪
。

(
訓
読
)
中
央
は
正
し
く
面
し
て
、
四
面
高
し
。
中
宅

旺
す
。
家
道
富
貴
に
し
て
、
英
豪
を
出
だ
す
。

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
四
方
が
き
ち
ん
と
東
西
南
北
に

面
し
て
お
り
、
四
面
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
修
造
す
る
居
宅
を
そ
の
中
心
に
配

す
れ
ば
、
あ
り
余
る
ほ
ど
の
福
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
牛
や
羊
な
ど
の
家
畜
は
多

く
繁
殖
す
る
。
家
は
富
貴
と
な
り
、
英
雄
豪
傑
を
輩
出
す
る
。

三
七
、
(
原
文
)
四
面
交
道
主
凶
換
。
禍
起
人
家
不
可
嘗
。

道

道凶宅道

道

若
不
損
財
災
禍
死
。
投
河
自
経
井
中
亡
。

道
に
交
ま
れ
ば
、
主

凶
瑛
あ
り
。

(
訓
読
)
四
面

人
家
に
起
こ
れ
ば
、
嘗
た
る
べ
か
ら
ず
。
若
し
財

を
損
な
わ
ざ
る
も
、
災
禍
あ
り
て
死
せ
ん
。
河
に
投
じ

自
ら
経
し
て
、
井
中
に
亡
す
。

(
通
釈
)
四
方
が
道
に
挟
ま
れ
て
い
る
宅
地
に
居
住
す
る
な
ら
ば
、
主
人
は
災

禍
に
か
か
る
。
禍
が
家
に
起
こ
っ
て
も
、
ほ
ど
こ
す
術
が
な
い
。
も
し
財
産
を

そ
こ
な
わ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
災
禍
に
あ
っ
て
死
ぬ
。
河
に
身
を
投
ず
る
か
、

み
づ
か
ら
首
を
く
く
る
か
、
井
一
戸
に
お
ち
て
死
ぬ
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
る
。



三
八
、
(
原
文
)
此
地
只
因
道
左
遇
。
久
住
先
富
後
貧
寒
。

貴
重
之
人
終
迫
吉
。
若
逢
賎
者
離
家
園
。

(
訓
読
)
此
の
地
は
只
だ
道

左
遣
に
あ
る
に
因
り
、

久
し
く
住
す
れ
ば
先
に
は
富
む
も
、
後
に
は
貧
寒
す
。

貴
重
の
人
は
終
に
吉
に
迫
る
。
若
し
賎
者
に
逢
え
ば
、

家
園
を
離
つ
。

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
た
だ
左
(
東
)
辺
に
沿
っ
て
道
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
に

久
し
く
居
住
す
る
な
ら
ば
、
最
初
は
裕
福
だ
が
、
後
に
は
極
貧
に
な
る
。
高
貴

田
畑
を
手
放
す
。

な
人
は
終
に
は
吉
に
な
る
。
も
し
卑
賎
な
者
が
こ
の
地
に
住
み
つ
く
と
、
家
や

『陽宅十書J 訳注 E

三
九
、
(
原
文
)
雨
草
臼
虎
生
災
換
。
百
事
難
成
有
死
傷
。

賊
人
倫
盗
銭
財
破
。
又
兼
多
訟
被
官
防
。

(
訓
読
)
雨
遺
に
白
虎
あ
れ
ば
、
災
前
伏
を
生
、
ず
。
百
事

成
り
難
く
、
死
傷
有
り
。
賊
人
倫
盗
あ
り
て
、
銭
財
を

ば
破
る
。
又
兼
ね
て
訟
多
く
、
官
防
を
被
む
る
。

れ
ば
、
災
換
が
生
じ
る
。
何
事
も
達
成
が
困
難
で
、
死
傷
者
が
で
る
。
強
盗
や

(
通
釈
)
宅
地
の
両
(
東
と
西
)
辺
に
白
虎
の
道
が
あ
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所
か
ら
の
妨
害
に
あ
う
。

こ
そ
泥
に
入
ら
れ
て
、
財
貨
が
盗
ま
れ
る
。
ま
た
あ
わ
せ
て
訴
訟
が
多
く
、
役

四
O
、
(
原
文
)
此
宅
東
北
斜
道
行
。
宅
西
大
道
主
亨
通
。

難
然
置
下
家
財
産
。
破
敗
一
時
就
滅
傾
。

(
訓
読
)
此
の
宅
は
東
北
に
斜
道
の
行
く
あ
り
。
宅
の

西
に
大
道
あ
れ
ば
、
主
亨
通
す
。
家
の
財
産
を
置
下

め
つ
け
い

す
と
難
然
も
、
破
敗
す
る
こ
と
一
時
に
し
て
、
滅
傾
に

就
か
ん
。

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
東
北
に
斜
道
が
あ
り
、
西
に
大
道
が
あ
る
。
(
は
じ
め
は
)

そ
の
家
の
主
人
は
う
ま
く
こ
と
を
運
ぶ
。
家
の
財
産
を
た
め
て
い
く
が
、

瞬

に
し
て
破
産
し
て
、
家
を
傾
け
滅
ぼ
し
て
し
ま
う
。

四
一
、
(
原
文
)
宅
東
流
水
勢
無
窮
。
宅
西
大
道
主
亨
通
。

因
何
富
貴
一
斉
至
。
右
有
白
虎
左
青
龍
。

訓
読
)
宅
の
東
に
流
水
あ
り
、
勢

窮
ま
り
無
し
。

宅
の
西
に
大
道
あ
れ
ば
、
主

亨
通
す
。
何
に
因
り
て

か
富
貴
一
斉
に
至
ら
ん
。
右
に
白
虎
有
り
、
左
に
青
龍

(
通
釈
)
宅
地
の
東
に
流
水
が
あ
り
、
勢
い
は
止
ま
る
こ
と
が
な
い
。
宅
の
西

あ
れ
ば
な
り
。

に
大
道
が
あ
れ
ば
、
こ
の
家
の
主
人
は
す
べ
て
事
が
う
ま
く
い
く
。
ど
う
し
て

富
貴
が
一
斉
に
お
と
づ
れ
る
の
か
。
右
(
西
)
に
白
虎
の
大
道
が
あ
っ
て
、
左

(
東
)
に
青
龍
の
流
水
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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長
道

池
一
七
陵

汗
一
白
丘流

水

四
二
、
(
原
文
)
朱
元
龍
虎
四
一
珊
全
。
男
人
富
貴
女
人
賢
。

官
椋
不
求
而
自
至
。
後
代
児
孫
幅
遠
年
。

(
訓
読
)
朱
元
龍
虎
の
四
紳
全
し
。
男
人
は
富
貴
に
し

お
の
づ
か

て
女
人
は
賢
し
。
官
椋
は
求
め
ず
し
て
自
ら
至
る
。
後

代
の
児
孫
の
幅

遠
年
た
り
。

白
虎
の
四
神
が
す
べ
て
備
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
居
住
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
家

通
釈
)
こ
の
宅
地
は
朱
雀
、
元
(
玄
)
武
、
青
龍
、

の
男
性
は
富
貴
と
な
り
、
女
性
は
賢
才
で
あ
る
。
官
禄
は
求
め
な
く
て
も
、
自

然
に
得
ら
れ
る
。
後
世
の
子
孫
の
福
は
い
つ
ま
で
も
続
く
。

四
三
、
(
原
文
)
宅
前
有
水
後
有
丘
。
十
人
遇
此
九
人
憂
。

家
財
初
有
終
耗
散
。
牛
羊
倒
死
禍
無
休
。

(
訓
読
)
宅
前
に
水
有
り
、
後
に
丘
有
り
。
十
人
此
れ

に
遇
え
ば
、
九
人
憂
う
。
家
財
初
め
は
有
る
も
、
終
に

耗
散
す
。
牛
羊
倒
死
し
、
禍
は
休
む
こ
と
無
し
。

に
丘
が
あ
る
。
も
し
こ
こ
に
居
住
す
れ
ば
、
十
人
の
う
ち
九
人
は
憂
い
事
が
あ

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
、
前
(
南
)
に
水
が
あ
っ
て
、
後
(
北
)

る
。
家
財
は
初
め
は
保
有
す
る
も
、
最
後
に
は
耗
散
し
て
し
ま
う
。
牛
羊
な
ど

の
家
畜
は
艶
れ
死
に
、
災
禍
は
休
み
な
く
お
こ
る
。

四
四
、
(
原
文
)
此
宅
安
居
正
可
求
。
西
南
水
向
東
北
流
。

難
然
重
妻
別
無
事
。
三
公
九
相
近
王
侯
。

訓
読
)
此
の
宅
は
安
居
に
し
て
、
正
に
求
む
べ
し
。

西
南
よ
り
水

難
然
も
、
別
に
事
無
し
。
三
公
九
相
と
な
り
て
、
王
候

東
北
に
向
い
て
流
る
。
妻
を
重
ぬ
と

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
安
全
な
住
ま
い
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
求
め
る
べ
き
地
で

に
近
し
。

あ
る
。
西
南
か
ら
水
が
東
北
に
む
か
つ
て
流
れ
て
い
る
。
か
り
に
複
数
の
妻
を

侯
に
近
く
な
る
。

持
っ
た
と
し
て
も
、
別
に
問
題
は
な
い
。
三
公
九
相
と
い
う
高
位
を
得
て
、
王

四
五
、
(
原
文
)
宅
前
林
木
在
雨
傍
。
乾
有
丘
埠
艮
有
岡
。

若
居
此
地
家
豪
富
。
後
代
児
孫
貴
顕
揚
。

(
訓
読
)
宅
前
の
林
木
雨
傍
に
在
り
。
乾
に
丘
埠
有
り
、

艮
に
岡
有
り
。
若
し
此
の
地
に
居
れ
ば
、
家
は
豪
、
だ
富

け
ん
よ
う

貴
く
し
て
顕
揚
す
。

ま
ん
。
後
代
の
児
孫

に
あ
る
。
乾
(
北
西
)
に
高
い
土
の
丘
が
あ
り
、
艮
(
東
北
)
に
岩
山
が
あ
る
。

(
通
釈
)
宅
地
の
前
(
南
)
に
、
林
が
両
側
(
東
南
と
西
南
)

も
し
こ
の
地
に
居
住
す
る
な
ら
ば
、
家
は
は
な
は
だ
富
む
。
後
世
の
子
孫
は
貴

く
し
て
、
そ
の
名
声
が
世
に
広
く
高
ま
る
。



四
六
、
(
原
文
)
前
有
丘
陵
後
有
岡
。
西
遺
穣
抱
水
朝
陽
。

東
行
慢
下
過
一
里
。
此
宅
安
居
甚
是
強
。

(
訓
読
)
前
に
丘
陵
有
り
、
後
に
岡
有
り
。
西
遺
は
穏

む
か

や
か
に
水
を
抱
き
て
陽
に
朝
、
っ
。
東
行
慢
下
し
て
過
ぐ

る
こ
と
一
里
。
此
の
宅
は
安
居
に
し
て
、
甚
だ
是
れ
強

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
、
前
(
南
)
に
丘
陵
が
あ
っ
て
、
後
(
北
)
に
岩
山
が
あ
る
。

な
り
。

西
辺
は
穏
や
か
に
水
を
抱
え
、
南
の
陽
に
向
か
っ
て
い
る
。
東
は
緩
や
か
に
一

地
で
あ
る
。

里
ほ
ど
下
っ
て
い
る
。
こ
の
宅
地
は
安
全
な
住
ま
い
で
、
非
常
に
強
運
を
得
る

四
七
、
(
原
文
)
西
来
有
水
向
東
流
。
東
額
長
河
九
曲
溝
。

後
高
豚
遠
児
孫
勝
。
禾
穀
田
鷲
歳
歳
収
。

1
E
I
-
-

」
高

圃
む
か

一
=
(
訓
読
)
西
よ
り
来
た
る
水
有
り
、
東
に
向
い
て
流
る

0

・
・

γ

あ
き
め
ん
え
ん

一
言
東
に
額
ら
か
に
長
河
の
九
曲
溝
あ
り
。
後
は
高
く
牒
遠
た

「
1
1
1
1
1
1
1
1』
古
聞
か
こ
く

|
|
開
測
|
|
l
る
は
児
孫
勝
る
。
禾
穀
田
章
は
歳
歳
収
ま
ら
ん
。

『陽宅十書』訳注 E

て
流
れ
て
い
る
。
東
に
は
、
は
っ
き
り
と
多
く
の
湾
曲
し
た
溝
を
持
つ
長
河
が

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
、
西
か
ら
来
る
水
が
東
に
向
か
っ
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望
め
る
。
後
(
北
)
が
高
く
長
く
遠
く
ま
で
続
い
て
お
り
、
そ
の
家
の
子
孫
は

す
ぐ
れ
者
と
な
る
。
農
業
や
養
蚕
業
は
毎
年
収
穫
が
得
ら
れ
る
。

四
八
、
(
原
文
)
後
高
有
陵
前
近
池
。
西
北
糖
仰
額
高
危
。

高
危

由
一
七
陵
(
訓
読
)
後
は
高
く
陵
有
り
、
前
は
池
に
近
し
。
西
北

7

一
吉
高
阪
駅
じ
、
高
危
を
顛
わ
す
。
天
は
富
貴
を
賜
い
、
食
糧

1
1
1
1
1
1

を
ば
足
ら
す
。
輩
輩
と
し
て
児
孫
は
紫
衣
を
著
け
ん
。

天
賜
富
貴
食
糧
足
。
輩
輩
児
孫
著
紫
衣
。

は
池
に
近
い
。
西
北
方
は
高
く
険
し
い
地
形
が
仰
ぎ
の
ぞ
め
る
。
そ
こ
に
居
住

(
通
釈
)
宅
地
は
後
(
北
)
に
は
高
い
陵
が
あ
り
、
前
(
南
)

す
れ
ば
、
天
は
富
貴
を
授
け
、
食
糧
を
充
足
さ
せ
る
。
子
孫
は
次
々
と
紫
衣
を

身
に
つ
け
る
ほ
ど
の
高
い
地
位
に
つ
く
。

四
九
、
(
原
文
)
西
有
長
波
匪
遠
岡
。
東
有
河
水
鷲
鴨
臼
目
。

若
居
此
地
多
吉
慶
。
代
代
児
孫
一
踊
践
彊
。

め
ぐ

(
訓
読
)
西
に
長
波
有
り
、
遠
岡
を
匪
る
。
東
に
河
水

が
お
う

有
り
、
鷲
鴨
昌
ん
な
り
。
若
し
此
の
地
に
居
れ
ば
、
吉

慶
多
し
。
代
代
児
孫
は
一
職
職
彊
し
。

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
、
西
に
長
い
波
だ
っ
河
が
あ
っ
て

遠
く
岩
山
を
め
ぐ
っ
て
い
る
。
東
に
河
川
が
あ
っ
て
多
く
の
鷲
鳥
や
鴨
が
い
る
。

も
し
こ
こ
に
居
住
す
れ
ば
、
吉
事
が
多
い
。
代
々
の
子
孫
は
大
い
に
福
禄
が
得

ら
れ
る
。
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五
O
、
(
原
文
)
前
遁
左
右
有
柾
陵
。
後
面
東
道
遠
平
平
。

巽
地
開
門
家
富
貴
。
不
宜
免
路
子
孫
衝
。

陵
寸
I
l
l
1
1

」

丘
-t-

宅

陵
一
芹
り
て
遠
く
平
平
た
り
。
巽
地
に
門
を
聞
け
ば
、
家

丘
「
1
1
1
1
1
1
1
L

遣
と
お
あ
た

ー
貴
な
ら
ん
。
宜
し
く
路
を
免
す
べ
か
ら
ず
。
子
孫
衝
ら
ん
。

(
訓
読
)
前
遺
の
左
右
に
垣
陵
有
り
。
後
面
に
東
道
あ

後
(
北
)
面
の
東
に
は
平
ら
な
道
が
遠
く
ま
で
続
い
て
い
る
。
こ
の
地
の
巽
(
東

(
通
釈
)
宅
地
の
前
(
南
)
面
の
左
右
に
丘
陵
が
あ
る
。

南
)
に
門
を
開
く
と
、
家
は
富
貴
と
な
る
。
た
だ
し
、
道
路
を
通
し
て
は
な
ら

な
い
、
そ
う
す
れ
ば
、
子
孫
が
衝
突
事
故
を
お
こ
す
か
ら
で
あ
る
。

五
一
、
(
原
文
)
住
宅
西
南
有
水
池
。
西
北
垣
勢
更
相
宜
。

艮
地
有
岡
多
富
貴
。
子
孫
天
錫
著
羅
衣
。

(
訓
読
)
住
宅
の
西
南
に
水
池
有
り
。
西
北
の
垣
勢

あ
い
よ
ろ
て
ん

更
に
相
宜
し
。
良
地
に
岡
有
る
は
富
貴
多
し
。
子
孫
天

錫
あ
り
て
羅
衣
を
著
け
ん
。

勢
い
が
あ
る
の
は
、
さ
ら
に
よ
ろ
し
い
。
艮
(
東
北
)
に
岩
山
が
あ
る
の
は
、

(
通
釈
)
住
宅
地
の
西
南
に
池
が
あ
る
。
西
北
の
丘
に

る
身
分
と
な
る
。

富
貴
が
多
い
。
子
孫
は
天
か
ら
の
賜
物
が
あ
り
、
羅
衣
(
う
す
絹
の
衣
)
を
着

富

鳩

五
二
、
(
原
文
)
南
来
大
路
正
衝
門
。
速
避
直
行
過
路
人
。

急
取
大
石
宜
改
鎖
。
免
敬
後
人
間
犬
聾
頻
。

(
訓
読
)
南
よ
り
来
た
る
大
路

正
に
門
に
衝
た
る
。

速
や
か
に
直
行
し
て
、
路
を
過
ぐ
る
の
人
を
避
く
べ
し
。

し
ず

急
ぎ
大
石
を
取
り
て
、
宜
し
く
改
め
鎮
む
べ
し
。
後
人

こ
く
せ
い

を
し
て
突
撃
頻
り
な
ら
し
む
る
を
免
が
る
。

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
、
南
か
ら
の
大
道
が
ち
ょ
う
ど
門
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
。

(
こ
の
場
合
は
)
す
み
や
か
に
、
直
行
し
て
道
を
通
過
す
る
人
を
避
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
い
そ
い
で
大
石
を
据
え
て
、
改
め
て
鎮
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
子
孫
が
悲
し
み
の
声
を
頻
繁
に
あ
げ
な
い
よ
う
に
さ
せ
ら
れ
る
。

一
五
三
、
(
原
文
)
東
西
有
道
直
衝
懐
。
定
主
風
病
疾
傷
災
。

従
来
多
用
醤
不
可
。
児
孫
難
免
突
撃
来
。

た
だ
か
い
あ
た

(
訓
読
)
東
西
に
道
有
り
て
直
ち
に
懐
に
衝
る
。
定
め

て
主
に
風
病
疾
傷
の
災
あ
り
。
従
来
多
く
醤
を
用
い
る

も
可
な
ら
ず
。
児
孫

間
犬
聾
の
来
た
る
を
免
れ
難
し
。

地
の
南
の
)
懐
に
あ
た
る
と
こ
ろ
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
居
住
す
れ
ば
、

(
通
釈
)
宅
地
の
東
西
に
道
が
あ
っ
て
、
ま
っ
す
ぐ
(
宅

き
ま
っ
て
家
の
主
人
は
傷
病
に
か
か
る
。
こ
れ
ま
で
通
り
多
く
医
者
を
用
い
て

み
て
も
、
そ
の
効
果
が
な
い
。
子
孫
は
悲
し
み
の
声
あ
げ
る
こ
と
か
ら
免
れ
難
い
。



長
道

車
-
宅

-
a

劃
一
白

-
H

流
水

五
回
、
(
原
文
)
前
有
高
埠
後
有
岡
。
東
来
流
水
西
道
長
。

訓工
君主

EZ 
F 長
工王;;ふ

有室長
り抱
て金

後喜
ろ君
に王
岡
有
り

東
よ

り
来
た
る
流
水
あ
り
て
、
西
道
長
し
。
子
孫
世
世

位
に
居
る
。
紫
袖
金
帯
し
て
君
王
に
拝
す
。

山
が
あ
り
、
後
(
北
)
に
岩
山
が
あ
る
。
束
よ
り
流
れ
て
く
る
水
が
あ
り
、
西

(
通
釈
)
宅
地
の
前
(
南
)
に
高
い
盛
り
あ
が
っ
た
土

の
道
は
長
く
続
い
て
い
る
。
こ
こ
に
居
住
す
れ
ば
、
子
孫
は
代
々
高
い
官
位
に

つ
く
。
紫
砲
金
帯
に
身
を
つ
つ
ん
で
、
君
主
に
拝
謁
す
る
よ
う
に
な
る
。

五
五
、
(
原
文
)
乾
坤
艮
吹
土
岡
高
。
前
平
地
勢
有
相
鏡
。

高
土
岡
高
土
岡
立
宅
居
之
人
口
旺
。
児
孫
出
衆
又
英
豪
。

一
三
岡
(
訓
読
)
乾
坤
艮
攻
土
岡
高
し
。
前
の
平
地
に
勢
あ

L
C

土

司
一
白
高
れ
ば
、
相
鏡
有
り
。
宅
を
立
て
之
に
居
れ
ば
、
人
口
旺

|
|
」
引
岡
ん
な
り
。
児
孫
衆
よ
り
出
て
、
又
英
豪
た
り
。

『陽宅十書』訳注 E

吹
(
北
)
に
土
山
や
岩
山
が
高
く
そ
び
え
て
い
る
。
前
(
南
)
の
平
坦
の
地
に

(
通
釈
)
宅
地
に
は
、
乾
(
北
西
)
、
坤
(
西
南
)
、
良
(
東
北
)
、

勢
い
が
あ
れ
ば
さ
ら
に
豊
か
で
あ
る
。
こ
F
」
に
居
宅
を
建
て
居
住
す
る
な
ら
ば
、
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家
人
は
旺
盛
と
な
る
。
子
孫
は
衆
人
よ
り
抜
き
ん
出
て
、
英
雄
豪
傑
と
な
る
。

官

五
六
、
(
原
文
)
西
北
仰
高
敷
里
彊
。
東
南
巽
地
有
重
岡
。

坤
艮
若
平
家
富
貴
。
田
譲
高
倍
足
牛
羊
。

訓
読
)
西
北
仰
高
に
し
て
、
数
里
彊
あ
り
。
東
南
巽

地
に
重
な
れ
る
岡
有
り
。
坤
艮

若
し
平
ら
か
な
れ
ば
、

家
富
貴
な
り
。
田
章
高
倍
し
て
、
牛
羊
を
足
ら
す
。

山
が
数
里
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
る
。
巽
(
東
南
)
の
地
に
は
、
重
な
り
連
な

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
、
西
北
に
仰
ぎ
み
る
ほ
ど
高
い

る
岩
山
が
あ
る
。
坤
(
西
南
)
、
艮
(
東
北
)
が
も
し
平
坦
で
あ
れ
ば
、
そ
の

充
足
す
る
。

家
は
富
貴
で
あ
る
。
農
業
、
養
蚕
業
は
何
倍
に
も
な
り
、
牛
羊
な
ど
の
家
畜
は

五
七
、
(
原
文
)
南
北
長
河
又
寛
平
。
東
嶺
西
岡
三
雨
層
。

左
右
宅
前
来
相
顧
。
児
孫
定
出
武
官
人
。

(
訓
読
)
南
北
に
長
河
あ
り
て
、
又
寛
平
な
り
。
東
嶺

西
岡
は
三
雨
層
あ
り
。
左
右
よ
り
宅
前
に
来
た
り
て
相

顧
る
。
児
孫
定
め
て
武
官
の
人
を
出
だ
す
。

川
幅
が
広
く
平
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
東
に
峻
嶺
、
西
に
岩
山
が
二
、
三
層
重
な
っ

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
、
南
北
に
長
河
が
流
れ
、
ま
た

て
い
る
。
そ
れ
ら
が
左
右
よ
り
宅
地
の
前
(
南
)
に
向
か
っ
て
の
ぞ
き
こ
む
形
と
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
に
居
住
す
れ
ば
、
子
孫
か
ら
き
ま
っ
て
武
官
を
輩
出
す
る
。
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五
八
、
(
原
文
)
東
西
寛
大
丙
頭
尖
。
嶺
上
安
墳
不
足
看
。

寛
此
地
若
無
前
後
勢
、
家
中
男
女
衆
人
嫌
。

、
、
，
，
せ
ん
れ
い
じ
よ
う

\
/
(
訓
読
)
東
西
寛
大
に
し
て
丙
頭
尖
あ
り
。
嶺
上
に
墳

尖

F
V

尖

/
\
を
安
ん
ず
る
は
看
る
に
足
ら
ず
。
此
の
地

寛

若
し
前
後

の
勢
い
無
け
れ
ば
、
家
中
の
男
女

衆
人
に
嫌
わ
る
。

(
通
釈
)
宅
地
の
東
西
は
大
き
く
広
が
っ
て
お
り
、
両

端
の
頭
が
尖
っ
て
い
る
。
嶺
の
上
に
墓
を
安
置
す
る
の
は
み
る
ま
で
も
な
く
凶

で
あ
る
。
こ
の
地
に
も
し
前
後
の
勢
い
が
な
け
れ
ば
、
家
中
の
男
女
は
衆
人
に

嫌
わ
れ
る
。

五
九
、
(
原
文
)
艮
地
孤
墳
一
墓
安
。
莫
敬
百
歩
内
中
間
。

久
後
痴
聾
並
暗
唖
。
令
人
有
病
治
難
産
。

一
宅
(
訓
読
)
艮
地
孤
墳
あ
り
て
、
一
墓
安
ん
ず
。
百
歩
を

:
当
い
し
ち
ろ
う

一
し
て
中
間
に
内
れ
敬
む
る
莫
れ
。
久
し
き
後
、
痴
聾
並

F
B
i
l
l
i
-
-
L

あ
ん
あ
ち

1
1
1
1
1

肌
墳
び
に
暗
唖
あ
り
。
人
を
し
て
病
有
ら
し
め
て
、
治
す
る

も
疫
し
難
し
。

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
、
艮
(
東
北
)
に
ひ
と
つ
の
墳
丘
が
あ
り
、

一
墓
を
安

置
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
百
歩
の
聞
に
は
な
に
も
お
い
て
は
な
ら
な
い
。
(
そ

う
し
な
い
で
居
住
す
る
と
、
)
久
し
く
し
て
(
家
人
は
)
痴
聾
盲
唖
と
な
る
。

家
人
を
病
に
か
か
ら
せ
て
、
治
す
こ
と
は
難
し
い
。

六
O
、
(
原
文
)
右
謹
白
虎
北
聯
山
。
左
有
青
龍
緑
水
浮
。

大
道
若
居
此
地
出
公
相
。
不
入
文
班
入
武
班
。

回
れ
ん
ざ
ん

一
古
山
(
訓
読
)
右
遺
に
白
虎
あ
り
て
、
北
に
聯
山
あ
り
。
左

一
口
聯

一
言
に
青
龍
あ
り
て
、
緑
水
浮
か
ぶ
。
若
し
此
の
地
に
居
れ

流
水

ば
、
公
相
を
出
だ
す
。
文
班
に
入
ら
ず
ん
ば
、
武
班
に

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
、
右
(
西
)
辺
に
白
虎
の
道
が
あ
り
、
北
に
連
な
る
山

入
ら
ん
。

が
あ
る
。
左
(
東
)
に
青
龍
が
あ
り
、
緑
色
の
水
が
流
れ
て
い
る
。
も
し
こ
の

ど
ち
ら
か
で
あ
る
。

宅
地
に
居
住
す
る
な
ら
ば
、
公
相
と
な
る
。
文
官
に
な
る
か
、
武
官
に
な
る
か
、

六
一
、
(
原
文
)
林
中
不
得
去
安
居
。
田
宅
莫
把
作
柾
墳
。

田
輩
歳
歳
多
耗
散
。
宅
内
驚
憂
鬼
成
精
。

宅(

か司"把こ吾士
み坦

て林
士丘 中
墳
を
作
る
莫
れ

回
議

去
り
て
居
を
安
ん
ず
る
を
得
ず
。
田

歳
歳
耗
散
す

る
こ
と
多
し
。
宅
内
驚
憂
あ
り
て
、
鬼

精
と
成
る
。

れ
て
住
居
を
建
て
ら
れ
な
い
。
田
や
宅
地
は
そ
れ
を
囲
む
よ
う
に
墳
丘
を
つ
く
っ

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
林
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
離

て
は
な
ら
な
い
。
(
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
と
)
農
業
や
養
蚕
業
は
年
々
収
量
が
減
つ

て
い
く
。
屋
敷
内
に
は
驚
き
憂
え
る
こ
と
が
お
こ
り
、
人
鬼
は
魁
魅
と
な
る
。
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垣大
墓域

六
二
、
(
原
文
)
宅
東
南
北
有
長
河
。
坤
乾
旺
墓
近
大
坂
。

此
地
若
居
大
富
貴
。
更
兼
後
代
子
孫
多
。

(
訓
読
)
宅
の
束
、
南
北
に
長
河
有
り
。
坤
乾
に
垣
墓

あ
り
て
、
大
披
に
近
し
。
此
の
地
に
若
し
居
れ
ば
、
大

い
に
富
貴
な
り
。
更
に
兼
ね
て
後
代

子
孫
多
し
。

坤
(
西
南
)
と
乾
(
北
西
)
に
墳
E
が
あ
り
、
大
き
な
堤
が
近
く
に
あ
る
。
も

(
通
釈
)
宅
地
の
東
に
南
北
に
流
れ
る
長
河
が
あ
る
。

孫
が
増
え
て
い
く
。

し
こ
こ
に
居
住
す
れ
ば
、
大
い
に
富
貴
と
な
る
。
さ
ら
に
あ
わ
せ
て
後
世
、
子
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鳩
六
三
、
(
原
文
)
北
有
大
道
正
衝
懐
。
多
招
盗
賊
破
鏡
財
。

男
人
有
病
常
常
害
。
貧
窮
不
和
閥
有
議
。

(
訓
読
)
北
に
大
道
有
り
て
、
正
に
懐
に
衝
た
る
。
盗

賊
を
招
く
こ
と
多
く
、
銭
財
を
破
る
。
男
人
病
有
り

て
、
常
常
害
あ
り
。
貧
窮
し
て
和
せ
ず
、
間
ぎ
て
誘
く

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
、
北
に
大
道
が
あ
り
、
正
面
か
ら
宅
地
の
懐
に
ぶ
つ
か
っ

こ
と
有
ら
ん
。

て
い
る
。
こ
こ
に
居
住
す
れ
ば
、
盗
賊
に
入
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
財
産
を
失
つ
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て
し
ま
う
。
家
の
男
性
は
病
に
か
か
り
、
常
に
被
害
に
あ
う
。
貧
窮
し
て
家
庭

は
不
和
で
あ
り
、
騒
々
し
く
て
仲
違
い
す
る
。

六
四
、
(
原
文
)
東
西
有
道
在
門
前
。
莫
把
行
人
断
遮
欄
。

宅
内
更
有
車
馬
過
。
子
孫
富
貴
的
安
然
。

(
訓
読
)
東
西
に
道
有
り
て
、
門
前
に
在
り
。
行
人
に

欄
を
断
遮
せ
ら
る
る
莫
れ
。
宅
内
に
更
に
車
馬
の
過
ぎ

式
的
ゐ
。

的
ら
か
に
安
然
た
り
。

る
有
り
。
子
孫
富
貴
に
し
て

通
っ
て
い
る
。
そ
こ
を
行
き
か
う
人
に
、
家
の
欄
干
を
遮
断
さ
れ
て
は
な
ら
な

通
釈
)
こ
の
宅
地
は
、
東
西
に
伸
び
る
道
が
門
前
を

い
。
宅
内
に
は
さ
ら
に
車
馬
が
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
居
住
す
る

な
ら
ば
、
子
孫
は
富
貴
で
あ
り
、
間
違
い
な
く
安
泰
で
あ
る
。

六
五
、
(
原
文
)
両
遺
低
下
後
遺
高
。
婦
人
守
寡
受
勤
勢
。

低
下

一
口
(
訓
読
)
両
遺
低
下
し
て
、
後
遺
高
し
。
婦
人
は
寡
を

一
『
高

-
u
守
り
て
、
勤
勢
を
受
く
。
接
脚
を
招
く
こ
と
多
く
、
並

|
引
引
|
ぴ
に
義
子
あ
り
。
年
深
く
し
て
、
猶
お
自
ら
貧
消
に
出

多
招
接
脚
並
義
子
。
年
深
猶
自
出
貧
消
。

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
、
両
(
東
と
西
)
辺
が
(
南
に
)
低
く
く
だ
っ
て
お
り
、

づ
。

後
(
北
)
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
居
住
す
れ
ば
、
家
の
女
性
は
寡
婦
と

な
り
、
労
働
を
し
い
ら
れ
る
。
入
婿
や
義
子
を
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。
年
を
と
つ

て
か
ら
、
お
の
ず
と
貧
し
く
な
り
、
先
細
り
に
な
る
。
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水

一

凶宅

j蕎

六
六
、
(
原
文
)
乾
地
林
木
婦
女
淫
。
溝
河
重
見
死
佳
人
。

坤
地
水
流
妨
老
母
。
子
孫
後
代
受
孤
貧
。

(
訓
読
)
乾
地
に
林
木
あ
れ
ば
、
婦
女
淫
な
り
。
溝
河

重
な
り
見
ゆ
れ
ば
、
佳
人
を
死
せ
し
む
。
坤
地
に
水

流
あ
れ
ば
、
老
母
を
妨
ぐ
。
子
孫
後
代

孤
貧
を
受
く
。

こ
こ
に
居
住
す
れ
ば
家
の
婦
女
は
淫
乱
と
な
る
。
北
西
に
溝
河
が
重
な
っ
て
見

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
乾
(
北
西
)
に
林
が
あ
る
の
で
、

え
る
と
、
家
の
住
き
人
を
死
に
導
く
。
坤
(
西
南
)
に
水
の
流
れ
が
あ
れ
ば
、

れ
る
。

家
の
老
母
の
暮
ら
し
を
妨
げ
る
。
子
孫
は
後
世
ま
で
孤
独
と
貧
困
に
な
や
ま
さ

六
七
、
(
原
文
)
庚
辛
壬
発
有
墳
林
。
可
取
千
株
欝
欝
林
。

正
封
宅
舎
六
十
歩
。
児
孫
換
改
奮
家
門
。

(
訓
読
)
庚
辛
壬
発
に
墳
林
有
り
。
千
株
の
欝
欝
な
る

林
を
取
る
べ
し
。
正
し
く
宅
舎
に
封
す
る
こ
と

十

歩
と
す
。
児
孫

蕎
家
の
門
を
換
改
す
。

に
林
が
あ
る
。
千
株
ほ
ど
の
欝
蒼
と
し
た
林
が
と
れ
る
。
ち
ょ
う
ど
宅
舎
に
対

(
通
釈
)
こ
の
宅
地
は
、
庚
辛
(
西
)
に
墳
墓
、
壬
発
(
北
)

て
盛
り
か
旨
え
す
。

し
て
六
十
歩
隔
た
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
居
住
す
れ
ば
、
子
孫
は
旧
家
を
再
興
し

凶宅

六
人
、
(
原
文
)
寺
廟
垣
墳
切
要
知
。
不
分
南
北
共
東
西
。

離
宅
未
有
一
百
歩
。
己
後
傷
人
殺
子
孫
。

(
訓
読
)
寺
廟
旺
墳
は
切
に
知
る
を
要
す
。
南
北
を
分

か
た
ず
、
東
西
を
共
に
す
。
宅
を
離
る
る
こ
と
未
だ

一
百
歩
有
ら
ず
。
己
後

人
を
傷
つ
け
、
子
孫
を
殺
さ

(
通
釈
)
寺
廟
、
墳
正
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
と
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ん

ら
な
い
。
南
北
に
区
分
が
な
く
連
な
っ
て
お
り
、
東
と
西
に
そ
れ
ぞ
れ
隣
接
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
寺
廟
、
墳
正
が
宅
地
か
ら
一
百
歩
の
間
に
あ
る
。
こ

こ
に
居
住
す
る
な
ら
ば
、
後
に
家
人
を
傷
つ
け
、
子
孫
を
殺
す
こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に

「
陽
宅
外
形
吉
凶
園
説
」
は
六
八
の
事
例
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宅
地
の
吉

凶
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
大
き
く
二
つ
に
分
類
で
き
る
と
考
え
る
。

第
一
は
、
宅
地
周
辺
の
自
然
地
理
に
も
と
づ
い
た
吉
凶
論
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
地
形
の
起
伏
(
高
低
平
)
や
河
川
、
池
な
ど
の
有
無
と
宅
地

と
の
位
置
関
係
に
も
と
づ
く
吉
凶
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
北
に
山
(
二
五
)
、
北
に
岩
山
が
あ
る
(
二
七
)
の
を
吉
宅
と
し
、

一
方
、
南
に
大
山
(
二
六
)
、
東
に

基
本
的
に
北
の
山
は
吉
と
さ
れ
て
い
る
。



大
山
が
あ
る
(
三
四
)
場
合
は
凶
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
太
陽
が
東
か

ら
南
に
巡
る
際
の
日
当
り
の
重
視
、
冬
の
北
方
か
ら
の
季
節
風
の
防
御
と
関
係

し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
宅
地
に
お
い
て
は
東
に
流
水
(
河
)
、
西
に
大
道
、
北
に
丘
、
南
に

池
水
が
理
想
形
と
さ
れ
て
お
り
(
四
二
)
、
六
八
の
事
例
の
多
く
に
そ
の
考
え

方
に
も
と
づ
い
て
吉
凶
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

第
二
に
は
、
宅
地
の
自
然
地
理
以
外
の
周
辺
環
境
に
も
と
づ
く
吉
凶
論
で
あ

る
。
道
、
林
、
寺
廟
な
ど
が
宅
地
の
ど
の
方
位
に
位
置
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、

吉
凶
を
論
じ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
周
辺
に
お
い
て
、
四
隅
に
桑
林
(
二
八
)
、
四
方
に
林
(
六
一
)

と
い
う
環
境
は
凶
宅
と
し
て
い
る
。
居
宅
を
囲
む
樹
木
と
は
そ
れ
が
繁
茂
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
日
照
や
通
風
を
さ
え
ぎ
る
な
ど
、
居
住
環
境
を
損
な
う
可
能
性

が
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
考
慮
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
居
宅
や
門
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に
あ
た
る
道
路
が
あ
る
(
五
三
)
、
四
方
に
道
が
あ
る
場
合
(
三
七
)
は
凶
宅
と
し

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
現
代
で
も
車
に
衝
突
さ
れ
や
す
い
危
険
な
宅
地
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
宅
地
の
周
辺
の
自
然
地
理
、
居
住
環
境
の
良
し
悪
し

が
経
験
則
的
に
蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た
記
述
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
、
現
代
に

も
通
じ
る
合
理
的
思
考
も
少
な
く
な
い
と
考
え
る
。
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た
だ
し
、
六
八
の
事
例
の
な
か
に
は
、
そ
の
解
釈
が
難
し
い
も
の
も
あ
る
。

た
と
え
ば
、
宅
地
の
形
に
よ
る
吉
凶
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
東
南
が
か
け
て

い
る
の
は
吉
(
二
、
東
北
が
か
け
て
い
る
の
は
吉
(
三
)
と
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

ま
た
、
南
が
狭
く
北
が
広
い
宅
地
(
九
)
は
吉
で
あ
る
の
に
、
同
じ
形
で
も
南

が
広
く
北
が
狭
い
(
一
O
)
の
は
棺
形
に
似
て
い
る
の
で
凶
と
す
る
の
は
な
ぜ

か
。
西
に
道
が
あ
る
(
四
一
)
の
は
吉
と
し
、
東
に
道
が
あ
る
(
三
八
)
の
は

凶
と
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
い
ず
れ
も
合
理
的
な
説
明
を
み
い
だ
す
こ
と
が

容
易
で
は
な
い
。

こ
れ
ら
に
関
し
て
は
た
と
え
ば
、
『
易
」
の
八
卦
の
象
徴
と
方
位
の
関
係
に

も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
し
、
あ
る
い
は
経
験
則
に
も
と
づ
く
も

の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
も
う
少
し
、
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
で

あ
ろ
、
っ
。

地
理
風
水
師
ら
は
周
囲
の
環
境
の
良
し
悪
し
が
居
住
者
に
影
響
を
与
え
る
こ

と
を
述
べ
、
で
き
る
だ
け
良
い
環
境
の
と
こ
ろ
に
住
ま
い
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

で
は
、
ど
う
し
て
彼
ら
は
吉
宅
と
凶
宅
の
例
を
挙
げ
、
そ
れ
ほ
ど
強
く
、
吉
宅

に
住
む
こ
と
を
強
く
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

六
八
の
事
例
の
多
く
に
、
「
吉
宅
を
得
て
そ
こ
に
居
住
す
れ
ば
、
子
孫
の
繁

栄
を
も
た
ら
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
良
き
居
住
環
境
を
得
る
こ
と

が
、
家
運
を
安
泰
に
導
き
、
子
孫
の
繁
栄
を
も
た
ら
す
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
宅
経
」
の
記
述
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
思
想
が
根
底
に
あ
る
こ
と
は
留
意

す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。


